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コンピュータは情報処理の自動化ツールである。そこでまずＰＯＡ（Process 

Oriented Approach）によるプログラム開発が始まった。特定ユーザの要件を属人

的プログラム仕様書としてまとめ、プログラミングが行われた。手間のかかる計算

が自動化され、インプットデータを与えるだけで正しいアウトプットが得られ業務が

合理化された。おおよそ１９６０年代の話である。 

 

ファイルが使えるようになって、バケツリレー方式でプログラムを連携して一連の処

理ができるようになったが、ＩＰＯと言って、プログラムを中心にインプット、アウト

プットを考えていた。１９７０年代になって親子関係や、ＢＯＭのような複雑なデータ

構造を扱える構造型ＤＢＭＳが登場したが、プログラム中心の考え方はほとんど変

わらなかった。 

 

１９８０年代になってＲＤＢが登場して、データベースを中心にする考え方が登場し

た。ユーザの欲しいのは画面・帳票すなわち業務遂行のためのデータである。プロ

グラムはこれを提供するための手段にすぎない。素材となるデータをストアする

データベースを中心にシステムを構築すべきだ。１９８５年に日経コンピュータ誌上

に登場した堀内一先生（当時日立製作所）のＤＯＡの主張である。 

 

ＤＯＡが認知され、データモデリングが行われたが、多くは個別アプリケーションＤ

Ｂのテーブル設計を目的とするものであった。ＣＡＳＥツールが登場し開発の生産

性アップが図られたが、アプリケーション間のデータの共用／重複などは見過ごさ

れ、孤島システムが乱立する結果となった。実装独立のドキュメントは用意され

ず、ビジネスやＩＴの変化に対応する保守は、ソフトウエア実体に対する差分メンテ

や温泉旅館別館建て増し方式で行われ、属人化・暗黙知化が進行した。 

 

データ総研は１９８５年創立し、ＴＨデータモデルをベースにしたデータモデリング方

法論ＰＬＡＮ－ＤＢによるコンサルティングを開始した。その主張、「ＤＢＭＳは意識

せず業務データを実装独立に整理する」、「エンティティをリソース・イベント・要約・

在庫型・断面などに分類し、リソースＤＢ（マスターＤＢ）は個別アプリケーションＤＢ

とは分離して１個作る」をいれて、複数個のアプリケーションに対するデータモデリ

ングを実施した企業では、データインフラの構築に成功し、孤島システム化・暗黙

知化を免れることができた。 

 

１９９０年代に入り、バブルがはじけ、短期にソリューションを求める傾向から、Ｃ／

Ｓ化、ＥＲＰ導入、Ｙ２Ｋ、Ｗｅｂ化などの課題の前に、データインフラ構築のためのＤ

ＯＡは忘れられがちとなった。主要な個別アプリケーションは、一応システム化さ

れ、現行システムのデータ構造を手直しすれば事足りるとか、パッケージ活用だか

らというケースが増えたためでもある。しかしその結果、データ構造からシステムを

把握できる、ゼロからシステムを設計できる人材が手薄となった。すなわち画面・

帳票に表れたユーザの情報要求を分析・調整してこれを満たす共用データを定

め、情報システムの設計図としてまとめる人が育っていないのである。 

 

しかし、２０００年を過ぎて、ＤＯＡ復活のニーズがふたつ登場しているようである。
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ひとつは広域データ流通である。ＳＣＭ、ＣＲＭ、連結会計など、それもアプリケー

ション、企業、国をまたがったデータ流通が、在庫ミニマム、業務スピードアップ対

応などのために要求され、従来の孤島システムからの脱皮が課題となっている。

かつてのＤＯＡが個別アプリケーションの中でのＤＯＡであったが、今回のはこれを

またがる１レベル上の個別アプリケーション間のＤＯＡである。 

 

もうひとつは、ＯＯからのＤＯＡへの関心である。安価・高性能のＰＣの普及により、

ＧＵＩ入力が当たり前となって、ＯＯＰ技術の進化が促進され、ＯＯ技術の上流への

適用が追及されている。ＭＤＡ（Model Driven Approach）はその典型と言える。しか

し業務システムは画面・帳票すなわちデータからスタートする。したがってどこかで

ＤＯＡからＯＯＰに繋がなければならない。業務システムを対象とするＯＯ技術者の

ＤＯＡへの関心が高まりつつある状況と言える。 

 

かつては処理を担当するコンピュータがホスト（主人）、その周りにファイル・ＤＢが

配置されたアーキテクチャであった。今はネットワークを従えたＤＢ群が中心にあっ

て、これを共用するコンピュータが周辺に存在するアーキテクチャとなっている。

ハード環境におけるＰＯＡからＤＯＡへのシフトである。個体と個体が直接コミュニ

ケーションするとｎ（ｎ―１）／２個のスパゲッティインターフェースができる。これを、

ハブを設け個体と場の関係にすればｎ個のインターフェースに収めることができ

る。この共用資源であるデータを中心に置くデータ中心アプローチこそが、今後の

大規模システムの自然なアーキテクチャとなるはずではないか。 
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